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白馬新ごみ処理施設を考える
連絡協議会ニュース
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埼玉県大井町（現：ふじみ野市／当時の人口：4 万 6000 人）では、
平成 7 年に 60t/ 日の焼却炉を 60-70 億円で計画。しかし、市民・
議員・専門家を含めた新炉建設検討委員会を作り検討を重ねるた結
果、ゴミの減量化・資源化を進めることとし、1 日 8 時間稼動で 20t
を焼却する能力のある炉を、平成 8 年度に 8 億 4460 万円で建設し
た。50 億円以上のコストダウン！
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発行：白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会
白馬村北城八方口5897-1（たきみや）　会長：宮田温巳

＜事務局＞
　TEL：0261-72-2527　FAX：0261-72-4344 （藤田）090-3847-1111

活動に賛同していただける企業・団体・個人の方是非ご連絡ください。

白馬商工会 会長の
丸山 敏夫さん

　 今回は問題点がいくつかあって、ひ

とつは手法の問題。事前説明なしに、

いきなり「ここだ」と決めてきた。結

論が早すぎた。建て替えが迫っている

大町の動きでバタバタと新しいものに

飛びつくのは、いかがなものか。その

前に、ごみの減量化やランニングコス

トの問題、将来の人口減など検討課題

があると思う。白馬で出したごみを、

白馬で処理するのは当然のこと。現在

の白馬の施設の寿命がきた段階では、

広域で作らなければいけないと思う。

貞燐寺の住職の
海野 喜充さん

　 私は貞燐寺の住職です。この寺は曹

洞宗のお寺です。

　曹洞宗では「グリーンプラン」とい

う考えを進め、皆さんにお話していま

す。「環境全般の問題を考え地球を護る」

「自然との共生」という考えです。今回

のゴミの問題は白馬だけでなく大北地

域全体の問題として捉え（世の中の主

流「ゴミの減量化」に向かって）努力

をしていかねばなりません。今回の大

規模ゴミ焼却場の建設についてはこの

考えに逆行しており、もっと熟考した

計画でなければならないと思います。

今一度今回の計画を再考すべきだと思

います。
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立ち止まって“ゆっくり”考えたら・・・。
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後 13 年。しっかりした計画を作ろう！
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安全と健康と生活

白馬の“自然”と“澄んだ空気”を守るため

一度、立ち止まって“ゆっくり”考えよう！

まだ 時間 はあります。

大町と共同の施設を作るということは

現在の施設の

「2.7 倍のゴミを燃やすこと」になる。

平成 32 年まで

ゴミの減量化・リサイクル化を

行政・村民・企業と一緒になって進め

少なくなったゴミに合わせた

施設を考えよう！

　現在の白馬山麓の施
設は H32 年まで使用
可能とする広域議会で
の答弁がある。
（H16.11.16 議事録）
　H14 年度に、「白馬
山麓清掃センター 20
カ年施設重要整備計
画」が 発 表 さ れ て、
H33 年までの整備・
補修の計画が立てられ
ています。（H15.2.28）

カンパのお願い
　　活動資金のカンパを募っています！
　　ご協力お願い致します。

八十二銀行　白馬支店
普通口座　１３７４６４
名義：ハクバゴミモンダイカンパ 
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●今までの活動（6/08 以降）
6/08 会報誌　第 3号を新聞折込にて発行（村内 3300 部）
6/09 「ゴミと農業＆健康を考える」 （関口鉄夫 先生）講演会
6/13 白馬村村議会一般質問　への傍聴
 ・5名の議員がゴミ問題で質問を行った
 （柏原孝至、松澤徹男、小林ひでお、渡辺俊夫、宮尾幸典
 　／以上質問順。敬称略）
6/20 白馬議会へ要請書提出（本協議会との意見交換会の要請）
6/23 第1回「勉強会」（ふれあいセンター）参加者：30名ほど
70/01 会報誌　第4号を新聞折込にて発行（村内3300部／今読んでるもの）

●今後のスケジュール
7/01-02 署名活動～一斉活動Day
7/05 白馬村村議会　正副議長との意見交換会（6/20の要望書を受けて）
7/07-08 署名活動～一斉活動Day

ゴミ関連のイベント＆ニュース

・白馬村議会の中に、ごみ問題研究会の発足（6/12。敬称略）
　　議長：西澤功、副議長：高橋賢一
　　第1部会：短期・当面の問題（現候補地のことなど）
 池田和良、松澤徹男、下川辰男、倉科英美子、大谷正治
　　第2部会：中長期的（ごみの減量化など）
 宮尾幸典、渡辺俊夫、柏原孝至、下川正剛、小林英雄
・小谷村では、行政と住民と一緒になって「生ゴミの堆肥化の研究」を進める
　ための予算（70万円）がついた

・「活断層ってな～に？！」7/9 19:00～21:00 ／白馬商工会2F大会議室
 講師：小坂共栄さん（信州大学副学長・構造地質学）
 主催：白馬村新しい村づくり勉強会
 参加費：500円（資料代含む）

・「エコホテル  省エネ・ゴミの減量化と顧客満足度UPの両立」
 ～ホテルニューオータニの環境担当者をお迎えして～
　　 7/11 13:30～15:30　／白馬商工会2F大会議室
 講師：杉本有司さん（エヌアールイーハピネス(株））
 主催：白馬エコネット、参加費：無料

署名活動は
毎日地道に行っています
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